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令和６年 第１回 定例会 

 

 まず冒頭、この機会をお借りして、この度の、令和６年能登半島地震により、

お亡くなりになられた皆さま、ご遺族の皆さまに謹んで哀悼の意を表しますと

ともに、被災された皆さまにお見舞い申し上げます。 

 

被災地の復旧にご尽力されている関係者の皆さまに敬意を表するとともに、

一日も早い復興を祈念するところであります。 

 

令和５年第４回定例会以降における町政の主なものについてご報告申し上

げます。 

 最初に、お手元に第４回定例会以降における工事発注一覧表を配付しており

ますのでご照覧ください。  

 

 行政報告 

 

 はじめに、能登半島地震災害への対応についてご報告申し上げます。 

 まず、２月１５日に開催された第２回臨時会で議決をいただいた支援内容に

ついて、その対応状況ですが、 

災害見舞金につきましては、提案理由でご説明しましたとおり、大きな被害

が発生している石川、富山、新潟の３県他、石川県内の人的被害や住家被害の

大きい７市町と、平成１２年有珠山噴火災害時に見舞金をいただいた３市と、

被災地全域に対する支援として日本赤十字社への支出を進めております。 

 

また、罹災証明の発行等の業務を支援するため、北海道から要請のあった職

員の派遣について、調整を行っているところであり、今後も必要とされる被災

地支援について調整を図り、実施していく考えです。 

 

次に、地域経済の状況についてご報告申し上げます。 

本年度、昨年４月から１２月までの観光入込数は、１３９万１千人で、昨年
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度、同時期の９４万人に比べ、４８％増となり、順調に回復しております。 

 

特に宿泊客数は大型リゾートホテル開業の効果もあり、ほぼコロナ感染症ま

ん延前の宿泊客数に戻っているほか、多くの雇用や売上増の傾向にあり、今後

のさらなる景気回復に期待を寄せているところであります。 

 

今後も国、道の施策を有効活用し、事業者の事業継続や地域経済の活性化に

資する施策を検討、展開する所存であります。 

 

次に、昭和新山国際雪合戦の実施についてご報告申し上げます。 

２月２４日から２５日の２日間、昭和新山山麓特設会場において、第３５回

昭和新山国際雪合戦が開催され、中国や道内外から１１０チームにご参加いた

だきました。 

 

今大会では、決勝用のメインコートも５年ぶりに設置され、コロナ感染症ま

ん延前に近い形での開催となり、北海道をはじめ、協賛企業各社・団体の皆様

のご参加をいただき実施されました。 

 

直前の気象の状況により、会場設営には、壮瞥町建設協会のボランティア貢

献によるオロフレ峠からの雪の搬入や、運営には、町民の皆さまと雪合戦愛好

家の皆さまの連携、協力により盛会のうちに終了したものと承知しております。 

 

皆さまのご協力に感謝いたしますとともに、引き続き、実行委員会の活動を

支援し、本町発祥のスポーツ雪合戦を通じた交流人口の拡大、地域活性化に努

めてまいります。 

 

次に、壮瞥町内において、国及び北海道が令和６年度に予定しております事

業の概要について、ご報告申し上げます。 

 

まず始めに、国における北海道開発の基本的な意義は、北海道の資源・特性
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を活かして、その時々の国の課題の解決に貢献するとともに、地域の活力ある

発展を図ることを目的としており、現在、我が国が直面している国内外の課題

に対しましても、北海道開発が果たすべき役割は益々重要なものとなっており

ます。 

 

令和６年度北海道開発予算では、令和５年度補正予算と合わせて、切れ目の

ない取組を進めることとしており、対前年度１．００倍の５，７２６億円で、

令和５年度補正を加えた「１６か月予算」としては、総額７，２５９億円が配

分されたところであります。 

 

次に、国が実施する予定の事業概要について、ご報告申し上げます。 

一般国道４５３号、蟠渓道路は、落石、土砂崩落等の通行規制区間、現道の

線形不良および狭隘区間の解消を図り、道路の安全な通行の確保を目的とし、

令和７年度の完成に向け事業が進められております。 

 

令和６年度は、国道の蟠渓橋から上久保内までの第３工区において、引き続

き道路改良工事を取り進めるとともに、（仮称）長流川橋の工事では、令和５

年度事業で一部の擁壁工を除き橋脚・橋台の下部工が完成することから、順次、

上部工にも着手するものと承知しております。 

 

次に、北海道が実施する予定の事業概要になりますが、 

道道洞爺湖登別線のうち、サンパレス工区の道路改良舗装工事につきまして

は、現在、令和５年度繰越事業として洞爺湖町との行政界から滝之町方向へ約

５００ｍ地点を起点とする約１４０ｍの区間において、擁壁工や道路拡幅等を

行っておりますが、令和６年１０月頃には全事業延長１，４５０ｍのうち約９

５０ｍが完成する予定となっております。 

 

残りの約５００ｍ区間につきましては、今後も事業の進捗を図られるものと

承知しておりますが、本町としましては、本事業の早期完成に向け、引き続き

要望してまいる所存であります。 
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また、同路線の弁景地区では、令和２年度より実施しておりました、法面の

吹付法枠工の整備工事は、令和６年度をもって完成する予定となっております。 

 

次に、（仮称）有珠山外環状線のうち道道滝之町伊達線につきましては、道

道立香南久保内線との交差点から伊達市志門気の区間での道路改良工事は概ね

完成しており、令和６年度には起終点の交差点切替えや表層舗装等を行い、全

事業延長である４，２００ｍが完成し供用開始する予定となっております。 

 

北海道では、本事業の完成を迎える前に有珠山噴火等の災害が発生した場合

には、本路線を緊急自動車のほか災害応急対策に要する登録車両が通行できる

緊急交通路として取り扱うこととし、関係機関への周知を行っているところで

あります。 

 

また、町道上立香第２線の道道昇格に関連し行われる道道の改築事業は、現

在、調査測量設計や関連資料作成など事業計画を策定中であるため、具体的な

事業期間等は示されておりませんが、令和６年度中には、上立香橋の老朽化に

伴う架け替えに必要な仮橋の整備に着手する予定と承知しております。本事業

におきましても、早期完成に向け、引き続き要望してまいる所存であります。 

 

地すべり関係では、室蘭開発建設部および室蘭建設管理部による対策工事等

により、「上久保内地区」は安定しておりますが、「幸内地区」では、比較的

に変位は少なくなってきているものの、未だ融雪期や大雨時には変位が見られ

るため、引き続き注視が必要な状況にあります。 

 

今後も各関係機関の観測を継続しながら、情報共有を図るとともに、連携を

とりながら対応してまいりたいと考えております。 

 

 以上が、令和６年度において国及び北海道が予定しております事業等の概要

であります。 
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壮瞥町内では、国及び北海道が行う多くの社会基盤整備が実施されておりま

す。 

その中でも道路・河川・防災対策は、住民生活や経済・社会活動を支える最

も重要な社会基盤でありますので、地域の実情に応じた整備について、より一

層、関係機関との連携を強化し、事業の実施、早期完成に向けて努めてまいる

所存であります。 

 

 以上、令和５年第４回定例会以降における町政の主なものについてご報告と

いたします。 

 

 


